
■ はじめに 

 近年、高齢化の進む先進国で深刻化する認知症問題に

対するアプローチの一つとして様々な予防法が提案され

ているが、そのうち比較的有効性が高いと思われるのは、

運動習慣と認知トレーニングである（Plassman et al 
2010）。ただし、骨粗しょう症骨折のリスクや運動機能の低

下/障害のために、安全かつ十分な運動の機会を確保す

ることが難しい高齢者も多い。 

これまで我々の研究グループでは、重度運動機能障が

い者の「生活の質」向上を目的として、脳波による意思伝

達装置「ニューロコミュニケーター 」（図１）の開発を行な

ってきた（長谷川ほか, SATショーケース2013年ベスト産業

実用化賞受賞）。この装置は瞬間的な注意の高まりを反映

する脳波成分「事象関連電位」をスイッチとして用いて介

護の要望などが描かれた絵カードを選ぶことが可能であ

る。我々がこの装置の臨床評価試験を行ってきた過程で、

高齢者を中心とした長期の寝たきり患者において認知機

能の低下の兆候を感じる機会が度々あった。もし、近年注

目されている「生活不活発病」の一種として、認知機能の

低下も想定すべきとするならば、重度運動機能障がい者

に限らず、仕事や趣味などの機会の減った高齢者にとっ

ても同様のリスクがあることを想定すべきである。 
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■ 活動内容 

そこで我々は、運動機能が低下した高齢者でも気軽に

楽しめ、かつ医学的な観点からも有用な生理学的データ

の取得にもつながる、脳波スイッチを活用した認知機能訓

練装置「ニューロトレーナー🄬」（図２）の開発に取り組んで

いる。これまですでに多数の協力者（非高齢者の健常成

人）にこの装置を試してもらい、「モグラたたき」型の認知課

題において単発の事象関連電位によっても高い成功率で

課題を遂行することが可能であることを確認している（長谷

川ほか, 日本感性工学会2019）。 

■ 今後の展開 
高齢者を含め、ニューロトレーナーの反復使用によって

課題成績にどのような変化が生じるかを検証する予定で
ある。また、つくば市の支援のもと、障がい者を含めて子
供から高齢者まで多くの世代の健康脳の維持と世代間交
流を目指した競技化（「ｂスポーツ」と命名）を目指し、参加
する市民や参入する民間企業等を募っている。 
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図 ニューロトレーナーのルール 


